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② 退職等年金給付積立金

令和8年１０月からの令和8年１０月からの 退職等年金給付の退職等年金給付の
『基準利率』・『年金現価率』について『基準利率』・『年金現価率』について

退職等年金給付の「基準利率」（毎月の付与額に付与される利子を計算する利率）は、国債の利回り等を勘案し
て毎年９月末までに見直し、10月から翌年９月までの間、適用されます。令和７年度における10年国債応募者利
回りの動向をみると、直近１年の平均利回りが「1.6948％」、直近５年の平均利回りが「0.7451％」となりました。
　「基準利率」は、これらの平均利回りのうち低いほうを使用することとされているため、令和８年10月からは直
近５年の平均利回りである「0.74％」となりますが、これに令和５年財政再計算に基づく加算率+0.08％が上乗
せされ、0.82％（現在は0.49％）になります。
　また、基準利率の変更に伴い、「年金現価率」（給付算定基礎額を年金額に換算するための率）も同様に毎年９
月末までに見直し、10月から翌年９月までの間、適用されます。
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加入から年金受給までの全期間の基準利率が0.82％である場合の年金額（月額）

●モデル給付算定基礎額　　　：  4,668,799円
●モデル年金月額 〈65歳時点〉 ： A+B（ただし、有期退職一時金の受給は1回限り）

+ ＝
A終身退職年金

 9,058円

有期退職一時金を選択 2,334,400円

B有期退職年金
　20年の受給期間を選択
　10年の受給期間を選択

10,550円
20,275円

A+B
（20年）19,608円
（10年）29,333円

2,334,400円

前提
条件

平均標準報酬月額：40.7万円　　加入期間：40年（20歳から60歳まで。平成27年10月以降の期間）　
受給開始：65歳

■基準利率は「０.４９％」から「０.８２％」になり、併せて年金現価率も見直し

［退職等年金給付制度］
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標準報酬の月額等×付与率付与額 ＝

付与額×基準利率（複利計算）利子 ＝

*年金現価率が毎年10月に見直されるため､実際には毎年変動します。

※20年受給・10年
受給・一時金の
いずれかを選択
ここでは20年を
図示

■基準利率・年金現価率
令和7年10月～

令和8年9月

基 準 利 率

終身年金
現価率〈a〉

有期年金
現価率〈b〉

（参考）保険料率・付与率 1.50％（平成27年10月～令和9年3月（予定））
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75歳

0.49% 0.82%
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9.596031
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年
金
現
価
率

※１．具体的な基準利率、終身・有期年金現価率及び保険料
率（掛金率＋負担金率）・付与率は、連合会の定款で定
めています。

※２．令和５年財政再計算についてはＫＫＲホームページをご覧
ください。

※３．主な年金現価率を左記に記載していますが、詳細につい
てはＫＫＲホームページをご覧ください。

kkr基準利率 検索検索
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年金額 ＝

「アセットオーナー・プリンシプル」の取組方針の進捗状況について
「新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画2024年改訂版」を踏まえ、アセットオーナー・プリンシプルに係る取組方針の進捗
状況を公表しています。
　本年度は、責任投資方針を策定し、サステナブルファイナンスに関する体制整備を進めたほか、投資対象の多様化を踏まえ、投資対象
の拡大やオルタナティブ投資を着実に推進しています。また、運用受託機関とのコミュニケーション強化や、外部の知見も活用した運用
リスク管理の高度化、スチュワードシップ活動に関する評価手法の見直しなどの取組みを行っています。ＫＫＲは、各種取組み
を通じてガバナンスと運用力の向上を図り、年金積立金の長期的かつ安定的な運用に向けて不断の努力を続けていきます。

【公表資料URＬ】　https://www.kkr.or.jp/shikin/shinchoku_R8.pdf

ＫＫＲでは、組合員の皆様からの保険料（掛金）と事業主負担金等を財源とした年金積立金の運用を行っており、公的年金である
①厚生年金保険給付積立金と民間の企業年金に相当する②退職等年金給付積立金の２種類の積立金の運用を行っています。それぞ
れ制度の違いから、積立金の基本ポートフォリオ（資産の構成割合）は異なっていますが、運用の基本的な考え方は同様で、「長期的
な観点から安全かつ効率的な運用」です。この基本的な考え方を踏まえ、市場動向も注視しながら、日々運用を行っています。

令和8年度 第1四半期運用状況

（注）期末時点での時価に基づく評価であり、評価損益を含んでいるため、市場の動向
によって変動するものであることに留意が必要です。

① 厚生年金保険給付積立金（公的年金部分）〈時価〉
運用利回り運用資産額 運用収益額（注）
9.49%

（時間加重収益率、運用手数料控除前）
12兆3,230億円 1兆767億円

（総合収益額、運用手数料控除後）

② 退職等年金給付積立金（民間の企業年金相当部分）〈簿価〉
運用利回り運用資産額 運用収益額
0.19%

（実現収益率、資産管理手数料控除後）
1兆905億円 21億円

（実現収益額、資産管理手数料控除後）

詳しくはKKRホームページをご覧ください。
年金資金運用KKR 積立金等の運用状況

KKRの年金資金運用

受給権発生時

（注） ①厚生年金保険給付積立金の国内債券には、短期資産及び財政融資資金預託金を含みます。
②退職等年金給付積立金の国内債券には、短期資産、財政融資資金預託金及び寄託資産を
含みます。
③投資の目的、運用期間、リスクをどこまで許容できるか等の条件によって、 最適な資産構成
割合は異なります。
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KKRおうちでオンライン年金相談のご案内 平日のみ

パソコンやスマートフォン、タブレット等を使用し、相談会場へお越しいただくことなく、
ご自宅などからビデオ通話を利用して、対面と変わらず年金についてご相談いただける、
「KKRおうちでオンライン年金相談」を実施しています。
　KKRホームページのトップページから「年金相談会予約システム」を開き、ご予約ください。

ＫＫＲおうちでオンライン年金相談のご利用者さまの声 ♪トップページから、こちらの画像をクリック

知りたかった情報が得られました

時間を有効に使うことができました

手軽に相談できるので、引き続き続けてほしい

全国年金相談会日程（令和8年度）のご案内 
対面の年金相談をご希望の方は、全国年金相談会をご利用ください。
開催日程については、KKRホームページをご確認ください。▶▶ 検索検索kkr年金相談会

〇ＫＫＲ年金相談ダイヤル
☎０５７０‐０８０‐５５６（ナビダイヤル) ☎０３‐３２６５‐８１５５（一般電話)

相談時間　9：00～17：30（土日祝日・年末年始を除く）

〇ホームページからの予約 （web予約）
「年金相談会予約システム」にてご予約ください。

または

〇電話での予約 受付時間　9:30 ～ 17:30（土日祝日、年末年始を除く）
※この電話番号では、年金相談会ご予約以外のご照会はお受けできません。（予約受付専用）  03-3265-9708

「年金相談会予約システム」
  はこちら ▶▶

https://www.kkr.or.jp/nenkin/zenpan/zaisei/taisyokutounenkin/riritusuii.html



